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て
い
る
の
か
を
知
る
こ
と
は
、
そ
の
教
科
・

科
目
へ
の
興
味
・
関
心
を
高
め
、
さ
ら
に
は

生
徒
の
学
習
意
欲
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、
現
在
の

学
校
生
活
と
社
会
生
活
や
職
業
生
活
を
関
連

付
け
る
役
割
を
果
た
し
、
生
徒
が
勉
強
し
て

い
る
意
義
や
、
そ
の
重
要
性
を
認
識
さ
せ
る

効
果
を
も
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
公
民
で

は「
雇
用
、労
働
問
題
」や「
社
会
保
障
制
度
」

に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
で
考
え
、
ケ
ー
ス
ス
タ

デ
ィ
を
行
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
う

し
た
取
組
に
よ
り
、
人
間
関
係
形
成
力
を
育

成
し
な
が
ら
労
働
者
の
権
利
・
義
務
や
社
会

保
障
に
つ
い
て
理
解
し
、
ま
た
諸
制
度
や
法

律
を
活
用
す
る
能
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
が

期
待
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
総
合
的
な
学
習
の

時
間
の
中
で
、
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
に
訪
問
し
、
そ

こ
で
働
い
て
い
る
人
々
の
様
子
を
実
際
に
見

て
、
話
を
聞
く
こ
と
で「
雇
用
、
労
働
問
題
」

「
社
会
保
障
制
度
」に
つ
い
て
よ
り
深
い
理

解
を
得
ら
れ
ま
す
。ま
た
、家
庭
科
で
は
、「
持

続
可
能
な
社
会
を
目
指
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
」に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
す
方
法
を
自

ら
の
生
活
と
関
連
付
け
て
具
体
的
に
考
え
る

こ
と
で
、
自
分
は
社
会
の
一
員
で
あ
る
こ
と

が
認
識
で
き
ま
す
。自
分
の
生
活
を
衣
生
活
、

食
生
活
、
住
生
活
や
消
費
行
動
の
視
点
か
ら

見
直
し
、
課
題
を
見
つ
け
、
そ
の
解
決
に
向

け
た
過
程
を
自
分
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
や
身

に
付
け
た
い
能
力
と
関
連
付
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
を

踏
ま
え
つ
つ
、
各
授
業
を
通
じ
て
、
学
習
内

容
が
将
来
に
直
接
関
わ
る
実
感
の
あ
る
も
の

と
し
て
伝
え
、
ま
た
生
徒
が
自
ら
の
将
来
の

キ
ャ
リ
ア
形
成
を
よ
く
考
え
ら
れ
る
時
間
を

設
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

３�　

高
等
学
校
普
通
科
に
お
け
る

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

文
部
科
学
省
で
は
、
小
学
校
で
は
職
場
見

学
、
中
学
校
で
は
職
場
体
験
活
動
、
高
等
学

校
で
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
児
童
生
徒
の

発
達
段
階
に
応
じ
て
、
体
系
的
に
体
験
的
な

学
習
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
推

進
し
て
い
ま
す
。

高
等
学
校
普
通
科
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

実
施
率
は
79
・
４
％
、
生
徒
の
体
験
率
は
18
・

６
％
と
、
職
業
に
関
す
る
学
科
と
比
べ
る
と

実
施
率
が
低
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た

中
学
校
で
の
職
場
体
験
実
施
率
が
98
・
６
％

と
、
ほ
ぼ
全
校
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
高
等

学
校
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
取
組

は
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
特
に
高
等
学
校

普
通
科
で
は
、
学
校
と
し
て
実
施
し
て
い
る

場
合
で
も
希
望
し
た
生
徒
の
み
が
参
加
す
る

た
め
、
生
徒
の
体
験
率
は
極
端
に
低
く
な
っ

て
い
ま
す
。
小
学
校
、
中
学
校
を
通
じ
て
続

け
て
き
た
体
験
的
な
学
習
が
、
高
校
段
階
で

途
絶
え
て
い
る
と
言
え
ま
す（
図
表
３
）。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
キ
ャ
リ
ア
教
育
を

進
め
て
い
く
う
え
で
の
手
段
の
一
つ
で
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
効
果
は
極
め
て
大
き
い
と
考

え
ま
す
。
実
際
に
働
く
こ
と
の
体
験
を
通
じ

て
、
職
業
に
関
す
る
知
識
・
技
能
だ
け
で
は

な
く
、
社
会
人
と
し
て
の
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー

や
言
葉
遣
い
の
大
切
さ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
仕
方
等
、
生
徒
一
人
一
人
が
多
く

の
気
付
き
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
機

会
と
な
る
は
ず
で
す
。

１　

は
じ
め
に

平
成
23
年
１
月
に「
今
後
の
学
校
に
お
け

る
キ
ャ
リ
ア
教
育
・
職
業
教
育
の
在
り
方
に

つ
い
て
」が
答
申
さ
れ
、
そ
の
中
で
各
学
校
段

階
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ
い
て
、
課

題
と
今
後
の
充
実
方
策
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

高
等
学
校
の
段
階
に
お
い
て
は
、社
会
人
・

職
業
人
と
し
て
自
立
が
迫
ら
れ
る
時
期
で

あ
り
、
高
等
学
校
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
充
実
は
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。
特
に
高
等
学
校
普
通
科
に
お

い
て
は
、
進
路
意
識
や
目
的
意
識
が
希
薄
な

傾
向
や
、
他
の
学
科
に
比
べ
て
厳
し
い
就
職

状
況
に
あ
り
、
こ
の
た
め
、
キ
ャ
リ
ア
を
積

み
上
げ
て
い
く
う
え
で
必
要
な
知
識
等
を
教

科
・
科
目
等
を
通
じ
て
理
解
さ
せ
る
こ
と
や
、

体
験
的
な
学
習
の
機
会
を
十
分
提
供
し
、
こ

れ
ら
を
通
し
て
自
己
の
適
性
理
解
や
将
来
設

計
の
具
体
化
、
勤
労
観
・
職
業
観
の
形
成
・
確

立
を
図
ら
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
言
え

ま
す（
図
表
１
）。

２　

高
等
学
校
普
通
科
の
取
組
に
つ
い
て

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領（
平
成
21
年
３

月
告
示
）に「
生
徒
が
自
己
の
在
り
方
生
き

方
を
考
え
、
主
体
的
に
進
路
を
選
択
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
学
校
の
教
育
活
動
全
体

を
通
じ
、
計
画
的
、
組
織
的
な
進
路
指
導
を

行
い
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進
す
る
こ
と
」

（
第
１
章
総
則
５
⑷
）と
あ
る
通
り
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
は
各
教
科
や
総
合
的
な
学
習
の
時
間

等
を
通
じ
て
、
学
校
の
教
育
活
動
全
体
の
中

で
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す（
図
表
２
）。

現
在
、
各
教
科
・
科
目
で
学
ん
で
い
る
内

容
が
、
社
会
の
中
で
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ

高等学校普通科における
キャリア教育の推進について
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に
よ
る
変
化
に
自
ら
気
付
か
せ
る
こ
と
や
、

生
徒
の
今
後
の
進
路
に
ど
の
よ
う
に
生
か
し

て
い
く
の
か
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
考
え

て
い
く
こ
と
で
、
生
徒
と
受
入
先
の
事
業
者

双
方
に
と
っ
て
、
有
意
義
な
時
間
と
な
る
で

し
ょ
う
。

４�　

今
後
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
進
め
方

　

に
つ
い
て

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
十
分
に
展
開
す
る
た
め

に
は
、
学
校
と
地
域
・
産
業
界
等
の
連
携
が

不
可
欠
で
あ
り
、
例
え
ば
、
職
場
体
験
活
動

や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
推
進
に
お
い
て

は
、
受
入
先
企
業
・
団
体
と
の
協
働
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
国
立
教
育
政
策
研
究
所
に
よ

る
と
、
高
等
学
校
普
通
科
で
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
実
施
し
な
い
理
由
と
し
て「
受
入

先
の
確
保
が
困
難
で
あ
る
」が「
授
業
時
数

の
確
保
が
困
難
で
あ
る
」に
次
い
で
２
位
に

挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
東
京
商
工
会

議
所
の
調
査
に
よ
る
と
、
企
業
が
教
育
支
援

活
動
を
行
わ
な
い
理
由
の
１
位
に「
学
校
側

か
ら
の
支
援
依
頼
が
な
い
」が
挙
げ
ら
れ
て

お
り
、
学
校
側
と
企
業
側
に
ミ
ス
マ
ッ
チ
が

存
在
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
解
消
す
る
た

め
、
現
在
、
文
部
科
学
省
で
は「
地
域
キ
ャ

リ
ア
教
育
支
援
協
議
会
設
置
促
進
事
業
」を

行
っ
て
い
ま
す
。
本

協
議
会
は
地
域
に
お

い
て
学
校
等
の
教
育

機
関
、
産
業
界
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
、
地
方
自
治
体

等
が
参
画
し
、
企
業

等
に
よ
る
出
前
授

業
等
の
教
育
支
援
活

動
の
促
進
や
職
場
体
験
活
動
・
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
受
入
先
の
拡
充
等
を
行
い
な
が

ら
、
地
域
全
体
で
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
す
。
さ
ら

に
、
多
忙
な
教
職
員
や
学
校
外
部
の
地
域
・

産
業
界
が
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る「
子
ど

も
と
社
会
の
架
け
橋
と
な
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
」（http://kakehashi.m

ext.go.jp/

）を

運
営
し
て
い
ま
す
。
本
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で

は「
学
校
側
が
望
む
支
援
」と「
地
域
・
産
業

界
等
が
提
供
で
き
る
支
援
」を
そ
れ
ぞ
れ
自

由
に
書
き
込
む
こ
と
が
で
き
、学
校
と
地
域
・

産
業
界
を
結
び
つ
け
る
機
能
を
も
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
等
の
外
部
人
材
と
協
働
し
な
が
ら
、
学

校
と
学
校
外
部
の
教
育
資
源
を
上
手
く
結
び

つ
け
て
い
る
例
も
あ
り
ま
す
。

生
徒
が
学
校
で
の
学
び
と
将
来
の
進
路
等

と
を
関
連
付
け
て
捉
え
、
そ
こ
か
ら
学
び
の

意
義
を
理
解
し
て
、
意
欲
を
も
っ
て
学
習
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

に
は
、
学
校
が
、
学
校
の
外
に
あ
る
教
育
資

源
、
地
域
・
社
会

や
産
業
界
等
と
連

携
・
協
働
し
て
教

育
活
動
を
充
実
さ

せ
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
各
都

道
府
県
教
育
委
員

会
が
主
体
と
な
っ

て
、
地
域
全
体
で

キ
ャ
リ
ア
教
育
を

推
進
す
る
体
制
づ

く
り
を
急
が
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
一
過
性

の
イ
ベ
ン
ト
と
す
る
の
で
は
な
く
、
事
前
・

事
後
指
導
を
し
っ
か
り
と
行
う
こ
と
で
、
そ

の
効
果
は
さ
ら
に
高
ま
り
ま
す
。
例
え
ば
事

前
指
導
と
し
て
、
社
会
人
講
話
や
卒
業
生
・

地
域
の
職
業
人
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
等
の
実

施
や
実
習
す
る
事
業
所
に
関
す
る
調
査
を
行

う
こ
と
等
を
通
じ
て
、
働
く
こ
と
の
意
義
や

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
て
何
を
学
ぼ

う
と
す
る
の
か
と
い
っ
た
目
的
意
識
を
醸
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
事
後
指
導
に
お
い

て
は
、
受
入
先
に
感
想
を
含
め
た
礼
状
を
書

か
せ
る
な
ど
直
後
の
指
導
は
言
う
ま
で
も
な

く
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
こ
と
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■図表３ ※ 2

在学中にインターンシップを体験した生徒の割合
公立高等学校

全体 普通科 職業に
関する学科 総合学科

H15 年 17.5 6.7 45.6 ―
H20 年 28.3 15.2 63.7 44.1
H25 年 31.5 18.6 66.4 45.3

職場体験・インターンシップを実施している学校の割合

公立
中学校

公立高等学校

全体 普通科 職業に
関する学科 総合学科

H15 年 88.7 52.2 36.9 79.9 69.5
H20 年 96.5 71.7 63.6 91.7 86.2
H25 年 98.6 83.7 79.4 94.8 92.6

普通科の生徒の約６割は「自分の学力にあっている」と回答し、自分の個性・やりたい
勉強とはあまり結び付いていない。これは、職業学科と比べて顕著

職業学科
普通科
全体

（％）

自分の学力にあっている

自分の個性を伸ばすことが
できると思う

自分のやりたい勉強が
できると思う

進学に有利

就職に有利

教育内容に特色がある

将来希望する職業に役立つ
知識や技術が身に付く

学校の伝統、校風や評判がよい

特に理由はない

47.7
59.5

33.7
15.9

20.5
22.9

21.2
32.8

7.3
24.2

2.52.5

12.112.1

12.112.1

50.0
8.7

5.05.0 13.1
20.6

5.05.0 39.2
13.6

18.8
7.4
6.8
7.6
5.9

35.9

■図表１ 高等学校に入学した動機（学科別）※ 1

基礎的・汎用的
能力の育成

人間関係形成・
社会形成能力

自己理解・
自己管理能力

課題対応能力

キャリアプラン
ニング能力

地域・社会や産業界との連携・協働

第１学年 第２学年 第３学年

各
教
科

特
別
活
動

総
合
的
な

学
習
の
時
間

 ○保健体育
団体競技で仲間の
大切さやルールの
大切さを知る

勤労の尊さや
意義を理解する

礼儀の意義を理解し、
時と場合に応じた適切な
言動をとることを学ぶ

 ○学級活動
委員会や係を決め、
自己と他者の個性
を理解し尊重する

 ○職業調べ
世の中の職業に
ついて調べる

 ○上級学校訪問
将来の職業生活を想定
した進路選択を考える

 ○インターンシップ
　新聞の発表
体験内容について
新聞を作成して発表

 ○学校行事
責任感や連帯感
を身に付ける

 ○ボランティア活動
共に助け合って生きる
喜びを体感する

 ○理科
理科で学習する内
容と様々な職業と
の関係を知る

 ○英語
円滑にコミュニケー
ションを図ろうとする
態度を身に付ける

 ○社会
職業の意義・役割
や雇用と労働条件
などについて学ぶ

 ○インターンシップ

■図表２ 高等学校でのキャリア教育実践のイメージ

※１　資料：（財）日本進路指導協会「中学校・高等学校における進路指導に関する総合的実態調査」（文部科学省委託）
※２　資料：国立教育政策研究所 生徒指導・進路指導研究センターの公表資料を基に作成


